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住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発
■ 住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発

住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

１．建設残土ヒ素不溶化実験

２．ヒ素処理装置の技術開発

２．１　コンクリートスラッジ再資源化製品のヒ素除去基礎実験

（継続提案）

１１
技術開発
提案名

コンクリートスラッジから生成されたヒ素除去剤の供給・処理装置開発
と実用化及び環境対策

事業者

技術開発
経費の総額
（予定）

技術高度化
の期間

２９ 年度平成 ２８ 年度～約 百万円２３

　ヒ素処理装置に用いる再資源化製品のヒ素除去の基本性能を確認するため、各種のヒ素含有廃水にてラボ
実験を行い、以下の知見を得た。
①建設残土浸出水
　建設残土浸出水には２種類の再資源化製品（従来品とｐＨ抑制品）を用いてラボ実験を行った。浸出水
（ヒ素濃度０．０２３mg／Ｌ）に再資源化製品０．０５％添加した結果、再資源化製品ＳＰ－００で０．０
０１mg／Ｌ以下、再資源化製品ＳＰ－００ｐＨ抑制品で０．００１mg／Ｌと環境基準を大きく下回った。こ
の結果をもとに実証実験に用いる再資源化製品充填量を算出する予定である。（図２参照）
②温泉水
　温泉水には２種類の再資源化製品（従来品と１０５℃加熱品）を用いてラボ実験を行った。温泉水（ヒ素
濃度　１．７２mg／Ｌ）に再資源化製品０．１％添加で従来品０．９０mg／Ｌ、加熱品で０．６７mg／Ｌ、
１％添加で従来品０．０１８m／Ｌ加熱品　０．０２２mg／Ｌと排水基準を大きく下回った。（図３参照）

背景・目的

　建設残土浸出水処理施設に再資源化製品を使用したヒ素処理装置を設計・設置し、実使用を通して評価す
る予定である。この装置を現地に設置する前に再資源化製品のヒ素除去性能と処理装置の性能を評価した。

　生コンクリートの残コン・戻りコンの処理及びコンクリート二次製品の製造時に発生す
るコンクリートスラッジは、高アルカリ性のスラリー状の産業廃棄物である。その処分に
は多額の費用を要し、年間処理量は日本全国の生コンクリート工場で１６０万ｔ、コンク
リート二次製品工場で２０万ｔと推定される。これらコンクリートスラッジ廃棄物を減ら
すためには再資源化方法の開発が急務である。ここ数年間に亘りコンクリートスラッジを
原料とした再資源化製品の製造技術の開発とその用途開発を行ってきた。そして、この再
資源化製品による廃水中のリンや重金属の除去、湖沼のアオコの除去、酸性坑廃水の中
和、さらに、温泉廃水や建設残土浸出水からのヒ素の除去等と多用途効果を確認した。近
年、大深度掘削における建設残土から溶出するヒ素の問題が取り沙汰され、今後、ヒ素除
去に多額の費用が掛かると予想される。コンクリートスラッジ再資源化製品の普及によ
り、高価なヒ素除去剤費用の削減が期待できる。 しかし、実設備へこの再資源化製品を
導入する際にはその性状から専用の供給装置や処理装置の開発が不可欠である。
＿本応募課題では、コンクリートスラッジの再資源化製品専用の供給・処理設備を開発
し、実設備へ設置し、実用化のためのシステムを構築し、再資源化製品を高価なヒ素除去
剤の代替に使用することにより、コスト低減、物質循環の確保、環境負荷の低減を図る。

　コンクリートスラッジの再資源化製品のヒ素
不溶化剤としての評価を行うため、ヒ素含有建
設残土を用い、再資源化製品によるヒ素不溶化
実験（図１参照）を行い以下の知見を得た。
・ヒ素溶出試験（環告４６号）にてこの再資源
化製品のヒ素不溶化効果が確認された。比較的
粗い再資源化製品Ｐ－０５（サイズ５㎜アン
ダー）は１００kg／㎥添加のみで効果あり、粉
末度の細かい再資源化製品ＳＰ－００（平均粒
径１５μｍ）ではすべての試験水準（２５～１
００ｋg／㎥）で効果があり、環境基準を下回っ
た。従来のヒ素不溶化剤（マグネシウム系不溶
化剤）には劣るもののＳＰ－００のヒ素不溶化
性能は十分に期待できる。 図１土壌の各不溶化剤の溶出試験によるヒ素濃度の比較
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２．２　ヒ素処理装置の設計

２．３　ヒ素処理装置の性能評価試験

　コンクリートスラッジの再資源化によるヒ素除去材の技術開発として過年度に採択され
た継続事業の提案であり、計画通りの進捗が確認されたことから、引き続き実施すべきも
のと評価する。

・反応槽の通水量７．３Ｌ／分（水準１ＳＶ＝０．２５）と１０．７Ｌ／分（水準２ＳＶ＝０．３７）の比

較においてＳＶの上昇に伴い、反応槽内の潜り堰１後のヒ素の除去性能が低下した。これは通水量増によ

り、再資源化製品との接触時間が短くなるためである。しかし、潜り堰２後ではヒ素濃度は検出下限以下と

なった。これは潜り堰２を通過する際、再資源化製品と浸出水が十分に接触しているためである。

　いずれの試験水準も最終的には処理水は検出下限以下のヒ素濃度となり、ヒ素処理装置のヒ素除去効果が

十分にあることがわかった。（図６参照）

総評

　縮小モデルでの建設残土浸出水実証実験での
実績から実用レベルのヒ素処理装置（図４参
照）を設計した。ヒ素処理装置の再資源化製品
を充填した反応槽(約２㎥)は水路形式とし、通
水距離を長くし、越流堰と潜り堰にて構成さ
れ、再資源化製品と水の接触を効果的に行う構
造とした。通水量は現地の処理水量から推定
し、約５０㎥／日まで使用可能な構造を検討し
た。

・水準２のＳＶ＝０．３７条件において反応槽

内の通水が滞り、潜り堰上流側の水位が上昇傾

向となるため、さらなる流量増をおこなった場

合、反応槽から浸出水が溢れる可能性がある。

　今後は通水量増（処理能力アップ）のために

は、潜り堰の開口部（現状:Ｗ９００mm×Ｈ５０

㎜）の拡大と再資源化製品の粗粒化により、通

水性能を確保する必要がある。ＳＶ増に向け、

反応槽改造を行い、評価する予定である。ま

た、一連の試験水準にてヒ素処理措置の性能確

認が済んだら、現地の建設残土浸出水にてヒ素

処理装置による実証実験を行う予定である。

  　図２．建設残土浸出水のヒ素除去　　　　　　　　 図３．温泉水のヒ素除去

　建設残土浸出水の現地実証実験を行う前に、今回、設計したヒ素処理装置の性能評価を模擬浸出水にて
行った。通水量はＳＶ＝０．２５から徐々に上げ、実験を行った。
　ヒ素処理装置反応槽内(再資源化製品 Ｐ－０５（５㎜アンダー）１５cm厚、再資源化製品Ｐ－２０（５～
２０mmサイズ５cm厚充填）（図５参照)の各箇所にてヒ素濃度を測定し、反応槽の越流堰、潜り堰の効果を
評価し、以下の知見を得た。
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図４ ヒ素処理装置フロー
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図５ 反応槽水路の断面図（越流堰２か所、潜り堰２か所）

図６ 各水準の反応槽内のヒ素濃度
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